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QtSPIM
• Wisconsin大学Madison校のJames Larusにより開
発されたMIPS32のアセンブリ言語のシミュレー
タ

• 本スライドではWindows10にてQtSPIM 9.1.21の
環境構築を行う
（https://sourceforge.net/projects/spimsimulator
/files/）
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https://sourceforge.net/projects/spimsimulator/files/


インストール手順
① Windowsの最新版をダウンロード
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インストール手順
② “Next”→チェックして”Next”→インストール場
所を指定して”Next”→”Install”でインストール

4



初期設定
• “Simulator”→”Settings”から下画像のように設定
する(MIPSのみ)
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実行手順
① “File”→”Reinitialize and Load File”から開きたい
ファイルを選択する

② はじめから実行する場合は“Simulator”→”Run 
Parameters”から下画像のように初期値を設定
する

6



実行手順
③ “Run”で実行する。”Int Regs”, “Data”などのウイ
ンドウからメモリ・レジスタの値を確認できる
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その他機能
• Reinitialize Simulator

– シミュレータを初期化
• Stop

– プログラムの実行を停止する
• Single Step

– 1命令ずつ実行、デバッグなどで用いる
• Registers, Data Segment

– メモリ・レジスタの値の表記を変更できる、初期
はHex(16進数表記)

• “Window”→”Restores to default”からウインドウの並
び方を初期位置に戻せる
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その他機能
• breakpoint

–実行した命令を停止する点を設定できる
– “text”領域で右クリック
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(実行例)例4-1を実行
• 実行前画面
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配列Aがセットされている



(実行例)例4-1を実行
• 実行後画面
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配列Aの総和がt0に出力されている

停止時のPCの値
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